
　姉妹都市の沖縄県中
なか

城
ぐすく

村から、中城小と津覇小の児童12人が旭市を訪れま
した。歓迎交流会では、昨夏に同村を訪問した富浦小、矢指小、共和小の児
童20人が「お出迎え」。久しぶりの再会に、笑顔を見せていました。
①中城村の児童によるエイサー（14日）　②矢指小では輪になって（14日）
③旭音頭サンババージョンで歓迎（13日）　④みんなでイエーイ！（13日）　

（２月13日／東総教育会館、14日／矢指小）

広がる交流の輪 沖縄交流事業

①

②
③

④

3/12013 No.185
主な内容

３月17日（日）は「千葉県知事選挙」の投票日･･ 2
市民まちづくり活動支援事業参加に補助金･･ 3
東日本大震災被災者支援情報･･･････････ 4あさひ

広 報

「心をひとつに」共に進もう　復興あさひ



【別表】　投票所一覧

※�郵送された入場券に記載してある場所
以外では投票できません。

投票区 投票所
1 旭市立中央小学校体育館
2 旭市商工会館
3 旭市保健センター
4 旭市立干潟小学校体育館
5 旭市立矢指小学校体育館
6 足川浜区集会所
7 旭市立富浦小学校体育館
8 中谷里浜区コミュニティセンター
9 旭市立豊畑小学校体育館
10 井戸野浜集会所
11 旭市立共和小学校体育館
12 元締区コミュニティセンター
13 旭市立琴田小学校体育館
14 やすらぎの家
15 旭中央病院東体育館
16 旭市青年の家体育館
17 見広農村協同館
18 倉橋やすらぎの家体育館
19 蛇園区民館
20 旭市立滝郷小学校体育館
21 岩井青年館
22 広原西区青年館　
23 旭市立嚶鳴小学校体育館
24 永井岡区民館
25 旭市立飯岡小学校体育館
26 行内青年館
27 飯岡保健センター
28 旭市立三川小学校体育館
29 後農村研修所
30 塙農村協同館
31 萬歳地区多目的研修センター
32 関戸ふれあいセンター
33 旭市干潟支所
34 ふれあいセンター
35 旭市立古城保育所
36 コミュニティセンター

ず
っ
と
住
ん
で
い
る
。

②
平
成
５
年
３
月
18
日
以
前
に
生
ま

れ
日
本
国
籍
を
有
し
、
昨
年
の
11

月
27
日
ま
で
に
旭
市
に
転
入
の
届

け
出
を
し
て
、
引
き
続
き
３
か
月

以
上
住
ん
で
い
る
。

③
平
成
５
年
３
月
２
日
以
前
に
生
ま

れ
日
本
国
籍
を
有
し
、
昨
年
の
11

月
28
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
に
旭

市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
て
、
引

き
続
き
３
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
。

※
投
票
日（
期
日
前
投
票
を
含
む
）ま

で
に
県
外
に
転
出
し
た
人
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
県
内
の
ほ
か

の
市
町
村
に
転
出
し
た
人（
１
回

に
限
る
）で
、
旭
市
の
選
挙
人
名

投
票
で
き
る
人
は

　
次
の
三
つ
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

①
平
成
５
年
３
月
18
日
以
前
に
生
ま

れ
日
本
国
籍
を
有
し
、
旭
市
に

選
挙
の
日
程

【
投
票
】

　

�

日
時
／
３
月
17
日

（日）　
午
前
７

時
〜
午
後
８
時

　
場
所
／
市
内
の
各
投
票
所

　
※
別
表
の
投
票
所
一
覧
の
と
お
り
。

【
開
票
】

　
日
時
／
３
月
17
日

（日）　
午
後
９
時
〜

　
場
所
／
旭
市
総
合
体
育
館

簿
に
登
録
さ
れ
、
市
区
町
村
長
が

発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
の
証
明
書
」
が

あ
れ
ば
、
旭
市
で
投
票
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
の
入
場
券
は

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
は
が
き
で

届
け
ま
す
。
１
枚
の
は
が
き
に
４
人

ま
で
の
入
場
券
が
印
刷
し
て
あ
る
の

で
、
自
分
の
入
場
券
を
切
り
離
し
て

投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
し
た
場
合
や
届
か
な
か
っ
た

場
合
で
も
「
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
」
で
あ
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で

　
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
役
所
な
ど
の
市
の

施
設
に
備
え
置
き
ま
す
。「
新
聞
を

取
っ
て
い
な
い
」「
施
設
に
行
く
手
段

が
な
い
」
な
ど
、
選
挙
公
報
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
郵

送
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
を

●
市
役
所
本
庁（
期
日
前
投
票
・
不

在
者
投
票
）

期
間
／
３
月
１
日

（金）
〜
16
日

（土）

※
「
投
票
で
き
る
人
」
の
要
件
③
の

人
は
、
３
月
２
日

（土）
〜
16
日

（土）

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
海
上
支
所
、
飯
岡
支
所
、
干
潟
支

　
所（
期
日
前
投
票
）

期
間
／
３
月
10
日

（日）
〜
16
日

（土）

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
な
ど

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
、
一
定

の
障
害
が
あ
る
人
）、
あ
る
い
は
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人
は
、

郵
便
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
遠
隔
地
に
滞
在

中
の
人
な
ど
が
、
不
在
者
投
票
の
で

き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

３
月
17
日
（日）
は「
千
葉
県
知
事
選
挙
」の
投
票
日
で
す

〜
続
い
て
る
　
あ
な
た
の
一
票
　
未
来
ま
で
〜

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課

庶
務
行
政
班
内
）☎

62
‐
５
３
１
０

選挙に
行こう

　
皆
さ
ん
の
貴
重
な
一
票
で
県
政
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
意
思
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
も
、
棄
権
し
な
い
で

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
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◀ピックアップ！　本年度の活動団体▶
団体名 事業概要

旭市観光写真ボラ
ンティア会
（スタート支援）

　旭市の美しい観光資源について広
くＰＲし、旭市を訪れる人に対し「お
もてなしの心」を持って、観光案内お
よび写真撮影の手助けをする。

NPO法人スポー
ツアカデミー
（ステップアップ
支援）

●�子どもから大人までスポーツに触
れる環境をつくるとともに、各年
代に合った競技性や目標・目的を
持って活動することにより、スポー
ツへの意欲を向上させる。
●�「子どもから大人へ」「チームから仲
間へ」「指導者から選手へ」スポーツ
を通してたくさんのつながりをつ
くることを目的とする。

旭津波被災者支援
の会
（ステップアップ
支援）

●被災者ニーズに基づく支援事業
●�被災者の心のケアと健康回復事業
●�旭地域および飯岡地域の津波特性
などの調査研究事業
●�広報啓発事業（津波講演会）などの
開催
●�そのほか、必要に応じたイベント
事業

対
象
と
な
る
活
動
は

　
市
民
団
体
が
自
主
的
・
主
体
的
に

取
り
組
む
事
業
で
、
地
域
の
活
性
化

が
期
待
で
き
る
活
動
や
、
社
会
・
地

域
の
課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
事
業
な

ど
で
す
。

対
象
と
な
る
団
体
は

　
市
内
を
活
動
拠
点
と
し
、
５
人
以

上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
、
構
成
員

の
過
半
数
が
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
し
て
い
る
こ
と
。

　
市
か
ら
別
の
補
助
を
受
け
て
い
る

団
体
、
営
利
お
よ
び
政
治
活
動
、
宗

教
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
は
、
対
象

外
で
す
。

※
補
助
金
の
申
請
に
は
、
市
に
団
体

の
登
録
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ど
ん
な
補
助
金
な
の

【
ス
タ
ー
ト
支
援
】

　
団
体
活
動
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
、
団
体
設
立
の
た
め
の
経
費
や
、

設
立
後
間
も
な
い
団
体
が
、
事
業
を

開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
な
ど

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
結
成
後
２
年
以
内
で
、
活
動
を
継

続
し
て
行
う
団
体

●
補
助
対
象
と
な
る
経
費

　
事
業
開
始
の
た
め
の
事
務
費
、
講

師
謝
礼
、
印
刷
費
、
通
信
費
な
ど

●
補
助
率

　
10
分
の
９
以
内

●
限
度
額

　
10
万
円（
１
団
体
１
回
限
り
）

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
】

　
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
を
支
援
す

る
た
め
、
団
体
が
行
う
新
規
事
業
や

事
業
の
拡
大
な
ど
に
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
結
成
後
１
年
以
上
経
過
し
た
団
体

●
補
助
対
象
と
な
る
経
費

　
事
業
の
実
施
に
必
要
な
諸
経
費

※
活
動
者
の
人
件
費
、
食
糧
費
、
団

体
の
運
営
経
費
、
備
品
購
入
費
な

ど
は
対
象
外
で
す
。

●
補
助
率

　
対
象
経
費
の
10
分
の
８
以
内

※
年
度
ご
と
に
申
請
し
、
最
長
５

年（
ス
タ
ー
ト
支
援
を
受
け
た
場

合
は
４
年
）ま
で
。
最
終
年
度
は
、

補
助
率
10
分
の
５
以
内
。

●
限
度
額

　
年
30
万
円

申
し
込
み
方
法
は

　
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

　
３
月
１
日

（金）
〜
29
日

（金）

●
選
考
方
法

　
書
類
審
査
と
、
申
請
者
か
ら
の
事

業
説
明
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

☎
62
‐
５
３
９
６

　

市
で
は
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内

に
お
け
る
市
民
活
動
団
体
の
設
立
や
、
新
た
な
事
業
の
実
施
な
ど
に

補
助
金
を
交
付
し
、
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

「
市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」
参
加
に
補
助
金
交
付
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“
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
”

を
応
援
し
ま
す
！



よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
世
帯
の

状
況
を
よ
り
反
映
す
る
た
め
、
被
害

を
受
け
た
年
の
平
成
23
年
分
の
所
得

（
平
成
24
年
度
の
市
町
村
民
税
課
税

所
得
）が
、
平
成
21
年
分
の
所
得
を

下
回
る
場
合
、
平
成
23
年
分
の
所
得

で
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
世
帯
の
所
得
制
限
／
①
平
成
21

年
分
の
世
帯
総
所
得
額
が
基
準
額
未

満　
②
平
成
23
年
分
の
世
帯
総
所
得

額
が
、
平
成
21
年
分
を
下
回
る
場
合

は
、
平
成
23
年
分
の
世
帯
総
所
得
額

が
基
準
額
未
満

貸
し
付
け
限
度
額
／
１
５
０
～
３
５ 

０
万
円

利
率
／
無
利
子
ま
た
は
年
利
1
・

5
％

※
県
に
よ
る
利
子
補
給
制
度
あ
り
。

申
請
期
限
／
平
成
30
年
3
月
31
日

（土）

「
旭
市
液
状
化
等
被
害
住
宅

再
建
支
援
事
業
」

支
援
金
の
申
請
期
限
延
長
、

対
象
を
拡
大

　
液
状
化
な
ど
に
よ
り
、
生
活
の
拠

点
で
あ
る
住
宅
や
地
盤
に
被
害
を
受

け
た
人
た
ち
が
、
早
期
に
安
全
で
安

心
な
生
活
を
回
復
で
き
る
よ
う
、
住

宅
再
建
の
た
め
の
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
申
請
期
限
を

延
長
し
、
支
援
対
象
を
拡
大
し
ま
し

た
。

▼
申
請
期
限
を
平
成
27
年
３
月
31
日

（火）
ま
で
延
長

　
申
請
期
限
を
１
年
間
延
長
し
ま
し

た
。
液
状
化
な
ど
に
よ
り
、
半
壊
・

一
部
損
壊
し
た
住
宅
の
地
盤
復
旧
工

事
、
ま
た
は
半
壊
し
た
住
宅
の
補
修

工
事
に
対
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

▼
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
住
宅
を
解

体
し
た
場
合
も
支
援
が

　

震
災
発
生
時
に
居
住
し
て
い
な

か
っ
た
市
内
に
あ
る
一
戸
建
て
住
宅

（
別
荘
や
空
き
家
な
ど
）を
、
液
状
化

な
ど
の
住
宅
地
盤
被
害
で
全
部
解
体

し
た
場
合
、
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
①
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

対
象
／
①
震
災
以
前
か
ら
継
続
し
て

当
該
住
宅
を
所
有
す
る
人
、
ま
た
は

そ
の
親
族
や
相
続
人　
②
震
災
発
生

時
、
新
築
中
で
あ
っ
た
当
該
住
宅
の

建
築
主

※
不
動
産
業
を
仕
事
と
す
る
人
を
除

く
。

支
援
金
額
／
解
体
に
要
し
た
費
用
の

範
囲
内
で
1
0
0
万
円
ま
で

「
災
害
援
護
資
金
貸
付
制
度
」

対
象
世
帯
の
所
得
制
限
に

特
例
措
置
が
追
加

　
震
災
で
一
定
規
模
以
上
の
被
害
を

受
け
た
世
帯
は
、
生
活
再
建
に
必
要

な
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
世
帯
の

所
得
制
限
に
、
特
例
措
置
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

▼
所
得
制
限
、
世
帯
の
状
況
を
よ
り

反
映

　
世
帯
の
総
所
得
額
が
下
表
の
基
準

額
未
満
で
あ
れ
ば
、
貸
し
付
け
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
総
所
得
額

は
、
平
成
21
年
分
の
所
得（
平
成
22

年
度
の
市
町
村
民
税
課
税
所
得
）に

所得制限の基準額
世帯人数 総所得額
１人 220万円
２人 430万円
３人 620万円
４人 730万円

５人以上 730万円に１人増すご
とに30万円を加えた額

※�住宅が滅失・流失した場合は、世
帯の人数にかかわらず1,270万円。

　東日本大震災で、被災された方に心からお見舞い申し
上げますとともに、亡くなられた方と遺族の方に対し心
から哀悼の意を表し
ます。
　市では、犠牲にな
られた方々を追悼
し、復興を成し遂げ
ることを誓う、追悼
式を開催します。

会場へは無料送迎バスで
〈行き〉
①県立東部図書館東側駐車場／午後２時発
②飯岡保健センター駐車場／午後２時10分発
〈帰り〉
いいおかユートピアセンター／午後４時発
※帰りは上記の①②まで運行。自家用車で来る場合は、い
いおか荘か飯岡海水浴場の駐車場を利用してください。

一斉黙とうへの参加を
　参列者だけでなく、多くの人に黙とうを呼び掛けます。
当日は午後２時46分から１分間、防災行政無線で黙と
うのサイレンを鳴らします。

「東日本大震災二周年　旭市追悼式」を開催

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
情
報

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
被
災
者
支
援
室

☎
62
‐
５
３
６
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
社
会
班

☎
62
‐
５
３
１
７

問い合わせ先
総務課地域安全班（☎62-5311）

追悼式の概要
　参列者全員による黙とう、献花などを行います。
日時／３月11日（月）　午後２時30分〜
場所／いいおかユートピアセンター２階潮騒ホール
※服装は自由、誰でも参列できます。また供花や供物、
香典などは遠慮願います。
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ASAHI Topicsトピックス

種　目 順位 氏　名 タイム

２㎞ 親子

4 加瀬義則・智也 7'38"
5 小林祥康・康人 7'41"

9 ユセフプールアブド
ラ・高橋慶

けい

帆
はん 7'59"

10 常世田英生・翔英 8'02"

５㎞

男子

中学生

2 畑上陸 16'07"
3 飯田圭亮 16'22"
8 戸村洸太 17'22"
9 伊藤大河 17'27"

39歳以下

1 多田真一郎 16'26"
4 岩井貴義 16'52"
5 大賀慎之輔 16'53"
8 伊藤正治 17'51"
10 實川貴之 18'28"

40 ～59歳
4 伊東重和 17'58"
8 加瀬孝之 22'43"
10 梅原利夫 22'54"

女子 中学生

4 大木奈美 18'48"
6 向後由実 19'42"
8 木内佳奈子 20'00"
9 石毛鈴江 20'34"

種　目 順位 氏　名 タイム

５㎞ 女子 39歳以下 3 山口由香子 22'06"
7 小長谷美奈 23'30"

40歳以上 4 加瀬厚子 24'36"

10㎞

男子

29歳以下

4 川上克真 34'27"
6 田向孝至 35'43"
7 柴山拓也 35'46"
10 加瀬裕也 36'35"

30 ～39歳 7 林博樹 38'05"
8 石毛寿明 38'44"

40 ～49歳 9 高野賢一 38'54"
50 〜59歳 10 石毛康之 43'21"
60歳以上 3 鎌形昇 41'01"

女子
39歳以下 10 加藤瑠菜 50'21"

40歳以上 2 鈴木なえ子 46'12"
5 網屋寿子 48'57"

ハーフ

男子 29歳以下 1 住友雄吏 1°09'01"
30 ～39歳 8 石毛猛 1°21'39"

女子 39歳以下 1 宮﨑めぐみ　※6連覇 1°22'02"
8 天野かおり 1°36'45"

40歳以上 4 神田知恵子 1°35'36"

種目別10位以内（市内在住者） ※敬称略

①�ハーフマラソンでは総勢1,333人が一斉にスタート
②�握った手は離さずに笑顔の「ゴール！」 （親子の部）
③�卒業記念にハーフへ挑戦。「完走して旭に寄付金を送る」とスポンサー
を募った千葉明徳高校の生徒たち

過
去
最
多
の
ラ
ン
ナ
ー
が
潮
風
と
共
に

第
24
回
旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市の冬の一大スポーツイベント、
しおさいマラソン大会が２月３日

に開催され、過去最多の3,572人が参加
しました。
　大会スローガンは「勇気・元気・復興
への道」。津波被害でさら地も目立つ海
岸沿いのコースには、ランナーの足音が
響きわたり、家族や友人、地元の人たち
の声援する姿がありました。

旭

①

※�３㎞の部の10位以内に市内在住者なし。全記録をテクノプラン（株）
のホームページ（http://tecnoplan.co.jp/）で見ることができます。

②

③
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元プロからの指導に球児の熱視線
ヤクルトスワローズ野球教室

「押して」と五十嵐さんによるバッティング指導

物語に浸るひととき
おはなしフェスティバル

物語に耳を傾ける子どもたち

上公民館で２月３日、おはなしフェスティバルが開
催されました。市内の小学校や公民館で活動する読

み聞かせのボランティアグループが、大型絵本の読み聞か
せ、影絵や紙芝居などを発表。会場では物語に耳を傾け、
ときには読み手と一緒になって、登場人物の掛け声を発す
る子どもたちの姿がありました。
　またこの日は、児童向けの本のリサイクルコーナーも設
けられ、並んだ本を手に取る子ども連れなどでにぎわって
いました。

海

ロ野球の東京ヤクルトスワローズの元選手、五十嵐
貴章さん、花田真人さん、中尾敏浩さんによる野球

教室が１月19日、スポーツの森公園野球場で開催。市内
の少年野球チームの約120人が、指導を受けました。「投げ
るときの肘の位置はこう」「バットの軌道はこのように」と、
３人は身振り手振りを交じえアドバイス。子どもたちは、
その一つ一つに「はい」と大きな声で答えていました。　　
　また「400勝投手」の金田正一さんも登場。子どもたちを
激励する姿がありました。

プ

子どもたちの力作勢ぞろい
第８回旭市子ども会書き初め展

「見ーっけ！」

内33の子ども会から書き初め378点が寄せられ、１
月20日〜26日に市民会館で展示されました。ホー

ルには力作がずらり。数々の作品を見ては「上手だね」と話
す姿などがありました。特別賞の受賞者は次のとおり。 
※敬称略、（　）は子ども会名。
市長賞／遠藤江里子（新町下一・下二）　市議会議長賞／飯
島向

ひ な た

日葵（新田）　教育長賞／若月優斗（新川）　文化協会長
賞／関

せき

茂
も

光（宿天神）　青少年相談員会長賞／加瀬翔也（宿
天神）　市子連会長賞／石見多

た ば さ

花彩（蛇園）

市

旭の魅力をユーモアたっぷりに紹介！
「コロッケぱらだいす　ごきげん歌謡笑劇団」

拍手や声援に応える出演者

レントのコロッケさんが司会を務める、ＮＨＫのテ
レビ番組「ごきげん歌謡笑劇団」の収録が２月13日、

東総文化会館大ホールで行われました。歌手の北島三郎さ
んや千昌夫さんなど多くのゲスト出演者が、歌や笑い、芝
居を披露しました。また“旭市の名物を紹介するコーナー”
では、地元の味覚や名物など旭の魅力を紹介。会場では出
演者の熱演にたくさんの拍手や笑い声が上がっていまし
た。
　この様子は３月30日（土）の午後７時30分〜８時43分
に、ＮＨＫ総合で放送予定です。

タ
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新しい人権擁護委員に岩井明葊さん１
１

岩井明葊さん

　法務大臣からの委嘱を受け、１月１
日付けで岩井明葊さん（瀬道）が、新た
に人権擁護委員となりました。
　人権擁護委員は、毎日の暮らしの中
で起こる人権に関するさまざまな問題
を解決するため、皆さんの相談に応じ
ます。

寒さに耐えて手にする縁起物

縁起物を求めて長蛇の列１
18

　西宮神社の春の大祭
が行われました。唐辛
子、みそ、ごぼうなど
で作られ、食べれば１
年風邪をひかず、福を
招くとされる縁起物
「とがらしごぼう」を求
め、早朝から参拝者た

ちの長蛇の列ができていました。一番乗りは、午前１時
30分に並んだという市内の男性。｢親戚に配ると喜ばれる、
並んだかいがある｣と話していました。

として「笑うこと」「毎日を大切にすること」「がん検診を受
診すること」が大事であると話していました。

　いのちの落語家や作
家として活躍する樋口
強さんを講師に招き、
飯岡保健センターで健
康づくり講演会が行わ
れました。自身のがん
克服体験をもとに、輝
いて生きる三つの知恵いのちの落語を披露する樋口さん

笑いは最高の抗がん剤１
26

災害に強い地域づくりのために
津波避難道路説明会、旭市液状化対策検討委員会

海上中・卓球男子団体
大会名：第19回関東中学校選抜卓球大会
場　所：栃木県宇都宮市　期　日：３月16・17日

津波避難道路説明会（あさひ健康福祉センター）

波から避難する際の主要道路を整備計画するための
津波避難道路説明会が、１月24日に飯岡保健セン

ター、25日にあさひ健康福祉センターで行われました。出
席した各区長からは、道路整備に関するさまざまな意見や
質問が出ていました。
　また大学教授など地盤の液状化に関する専門家６人を委
員に迎え、第１回旭市液状化対策検討委員会が１月24日
に市役所本庁で行われました。今後、液状化の被害状況や
調査分析、再発防止対策などを検討し市液状化対策事業計
画を策定します。

津

津波被害を後世に伝えるため
飯岡ライオンズクラブ津波モニュメント除幕式

震災の記録などが入ったタイムカプセルが埋められる

日本大震災による津波の被害を後世に伝えるため、
飯岡ライオンズクラブが津波モニュメントを飯岡ラ

イオンズ公園に建立し、その除幕式が２月10日に行われま
した。
　２基の石碑には津波の最大の高さ、被災の状況のほか「伝
えつなぐ大津波」の文字などが刻まれています。また石碑
の前には旭市復興計画、震災の記録誌などが納められたタ
イムカプセルが埋められ、30年後に開封されます。

東

祝　関東大会出場！

　前列左から明石魁
かい
渡
と
くん（２年）、齊藤弘樹くん（２年）、増田

詩
し
音
おん
くん（２年）、瀨畑達也くん（２年）、渥實洸一朗くん（２年）、

後列左から並木泰
たい
輝
き
くん（２年）、浪川稜くん（１年）、伊東祐輔

くん（２年）、藤井敦くん（２年）、渡辺淳也くん（２年） 
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市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
期
限

は
、
３
月
15
日
で
す
。
期
限
が
迫
る

と
、
市
役
所
や
税
務
署
の
窓
口
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
申
告
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
各
支
所
で
の
受
け
付
け
は
、

指
定
日
の
み
で
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
日

市
役
所
本
庁
特
設
会
場
／
３
月
15
日

（金）
ま
で

干
潟
支
所
１
階
会
議
室
／
３
月
１
日

（金）
〜
６
日

（水）

飯
岡
支
所
１
階
旧
税
務
室
／
３
月
６

日
（水）
〜
11
日

（月）　
　

海
上
支
所
１
階
相
談
室
／
３
月
12
日

（火）
〜
15
日

（金）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

経
費
な
ど
の
集
計
は
事
前
に

　
経
費
や
医
療
費
な
ど
は
、
集
計
を

済
ま
せ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
集
計
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
集
計
が
終
わ

る
ま
で
順
番
を
待
つ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

次
の
書
類
を
忘
れ
ず
に

　
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
・

生
命
保
険
な
ど
の
保
険
料
、
医
療
費

な
ど
は
、
所
得
控
除
の
対
象
で
す
。

平
成
24
年
中
の
領
収
書
や
支
払
証
明

書
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
土

地
や
建
物
な
ど
の
固
定
資
産
税（
都

市
計
画
税
）は
、
必
要
経
費
と
な
り

ま
す
。
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課
課
税
班（
☎
62
‐
５
３

２
１
）、
銚
子
税
務
署（
☎
０
４
７
９

‐
22
‐
１
５
７
１
）

４
月
１
日
（月）
ま
で
に

軽
自
動
車
の
変
更
手
続
き

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
や
、
使
用

し
て
い
な
い
車
両
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
４
月
１
日
ま
で
に
変
更
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

取
扱
窓
口

小
型
特
殊
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転

車（
１
２
５
㏄
以
下
）／
市
税
務
課
課

税
班

二
輪
車（
１
２
５
㏄
超
）／
関
東
運
輸

局
千
葉
運
輸
支
局

軽
自
動
車（
三
輪
以
上
）／
軽
自
動
車

検
査
協
会
千
葉
事
務
所

問
市
税
務
課
課
税
班（
☎
62
‐
５
３

２
１
）、
関
東
運
輸
局
千
葉
運
輸
支

局（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０

２
２
）、
軽
自
動
車
検
査
協
会
千
葉

事
務
所（
☎
０
４
３
‐
２
４
５
‐
０

１
６
３
）

食
と
地
域
の
再
生
に
向
け
て

経
営
所
得
安
定
対
策

　
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

は
、
平
成
25
年
度
で
は
「
経
営
所
得

安
定
対
策
」
に
名
称
変
更
し
、
基
本

的
に
平
成
24
年
度
と
同
じ
枠
組
み
で

実
施
し
ま
す
。

　
経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
販
売
価

格
が
生
産
費
を
長
期
的
に
下
回
っ
て

い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ
の
差
額
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
安
定

と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
麦
・
大
豆
な
ど
へ
の
作
付
け

転
換
を
促
し
ま
す
。

対
象
作
物
ご
と
の
支
援
策

●
米（
主
食
用
米
）

　

生
産
数
量
目
標（
生
産
調
整
）に

従
っ
て
作
付
け
し
、
目
標
を
達
成
す

る
と
、
交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
／
主
食
用
米
を
販
売
目
的
に
生

産（
耕
作
）す
る
農
家
、
集
落
営
農
組

織交
付
対
象
面
積
／
主
食
用
米
の
作
付

面
積
か
ら
自
家
消
費
米
相
当
と
し
て
、

一
律
10
ａ
を
除
い
た
面
積

交
付
単
価（
10
ａ
当
た
り
）／
１
５
、

０
０
０
円
＋
変
動
部
分

※
当
年
産
の
販
売
価
格
が
、
標
準
的

な
販
売
価
格
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

差
額
を
変
動
部
分
と
し
て
交
付
し

ま
す
。

●
戦
略
作
物（
麦
・
大
豆
・
米
粉
用

米
・
飼
料
用
米
・
加
工
用
米
な
ど
）

　
生
産
数
量
目
標
の
達
成
に
か
か
わ

ら
ず
、
作
付
け
し
た
面
積
に
対
し
て

交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
／
水
田
で
、
対
象
作
物
を
販
売

目
的
に
生
産（
耕
作
）す
る
農
家
、
集

落
営
農
組
織

交
付
単
価（
10
ａ
当
た
り
）／
●
麦
・

大
豆
・
飼
料
作
物
…
３
５
、
０
０
０

期
限
は
３
月
15
日
（金）

市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

円　
●
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
・
ホ

ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
用
稲
…

８
０
、
０
０
０
円　
●
そ
ば
・
な
た

ね
・
加
工
用
米
…
２
０
、
０
０
０
円

※
二
毛
作
助
成
や
耕
畜
連
携
助
成
、

産
地
資
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

●
畑
作
物（
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・

で
ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ
・
そ

ば
・
な
た
ね
）

　
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
作
付
け

し
、
目
標
を
達
成
す
る
と
、
交
付
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
／
水
田
や
畑
で
、
対
象
作
物
を

販
売
目
的
に
生
産（
耕
作
）す
る
農
家
、

集
落
営
農
組
織

交
付
単
価
／
「
数
量
払
」
と
「
面
積

払
」
の
併
用

事
前
申
請
が
必
要

　
農
家
や
集
落
営
農
組
織
に
は
、
４

月
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

締
め
切
り
／
６
月
30
日

（日）

※
こ
の
制
度
の
く
わ
し
い
内
容
は
、

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
aff.go.jp

）

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
農
水
産
課
振
興
班（
☎
68
‐
１

１
７
５
）、
関
東
農
政
局
千
葉
地
域

セ
ン
タ
ー
匝
瑳
支
所（
☎
72
‐
０
３

４
１　
※
問
い
合
わ
せ
の
み
）

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み
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旭中央病院便り
vol.7

こ
ん
な
と
き
に
は

国
民
年
金
の
届
け
出
を

　
年
金
は
、
年
を
取
っ
て
か
ら
受
給

す
る
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
心
身
に
障

害
が
あ
り
働
け
な
い
人
の
た
め
の
障

害
年
金
、
働
き
手
を
亡
く
し
た
と
き

に
家
族
が
受
給
す
る
遺
族
年
金
な
ど
、

生
活
を
支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

年
金
を
受
給
す
る
に
は
一
定
の
保
険

料
納
付
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
加
入
し
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

就
職
や
退
職
な
ど
で
加
入
区
分
が
変

わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

【
加
入
区
分
】

第
１
号
被
保
険
者

　
自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
ア
ル

バ
イ
タ
ー
、
無
職
の
人
な
ど　

第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
な
ど（
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
）

第
３
号
被
保
険
者

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
人
へ

　
４
月
以
降
も
在
学
予
定
の
人
に
は
、

３
月
下
旬
に
４
月
分
か
ら
の
申
請
書

が
は
が
き
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
郵
送

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
印
鑑
、
学

生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
を
持
参
し
、

住
所
の
あ
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
☎
62
‐
５
３
３
２
）

４
月
１
日
（月）
か
ら
変
わ
り
ま
す

滝
郷
診
療
所
の
診
療
日
と

受
付
時
間

診
療
日
／
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
滝
郷
診
療
所 

（
☎
55
‐
３
０
１

７
）３

月
７
日
（木）
か
ら
受
付
場
所
が
変
更

１
１
９
番（
火
災
・
救
急
）

は
必
ず
市
町
村
名
を

　

市
内
か
ら
の
１
１
９
番
通
報（
火

災
・
救
急
）は
「
ち
ば
消
防
共
同
指

令
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
付
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

通
報
の
際
は
、
必
ず
「
旭
市
か
ら
」

と
伝
え
て
く
だ
さ
い

　
１
１
９
番
の
通
報
方
法
は
、
今
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
通
報
の
際

は
旭
市
か
ら
の
通
報
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
消
防
車
や
救
急
車
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
市
消
防
本
部
管
内
か
ら

出
場
し
ま
す
。

火
災
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
が
変
更

変
更
後
の
電
話
番
号
／
☎
60
‐
４
４

４
５

問
消
防
本
部
警
防
課
通
信
班（
☎
63

‐
０
１
１
９
）

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

届け出が必要なとき 異動の内容 届け出先

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加
入者を除く）

第１号被保険者に
なる

保険年金課
各支所住民室

60歳未満の人が退職し
たとき
（厚生年金や共済年金加
入者の場合）

第２号→第１号
（第３号に該当する
場合を除く）

厚生年金保険などに加入
している配偶者の扶養に
なっている60歳未満の
人で、
●配偶者が…
（１）退職したとき
（２）65歳になったとき
（３）死亡したとき
●�配偶者の扶養から外れ
たとき
●配偶者と離婚したとき

第３号→第１号

就職したとき 第１・３号→第２号 勤務先

配偶者の扶養に入るとき 第１・２号→第３号 配偶者の勤務
先

　当院受診中に病状が安定した患者さんには、地元のか
かりつけ医を紹介しています。なおかかりつけ医からの
紹介状を持参する場合は、再度当院を受診することが可
能ですので、希望する場合には、かかりつけ医に相談し
てください。

高める健康意識「第44回市民健康講座」開催
　健康への関心を高めてもらうため、定期的に市民健康
講座を開催しています。事前の申し込みは不要です。
日時／３月９日（土）　午後2時～4時（開場：午後1時30
分）　※午後１時20分旭駅発、病院行きバスあり。
場所／本館３階しおさいホール
内容／●講演１「ロボット支援腹

ふくくうきょうか

腔鏡下前立腺全摘術～
手術用ロボット『ダ・ヴィンチ』による前立腺がん手術、
始まりました～」（泌尿器科部長・医師：鈴木規之）　
●講演２「認知症について～手術で治るものもあります
よ～」（脳神経外科部長・医師：持田英俊）

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

新たに受診希望の患者さんへ
　下記の診療科を除き、制限なく、新たに受診希望する
患者さんを受け付けています。
眼科／旭市民以外の人は紹介状が必要です。
呼吸器内科／旭市民のみ診察を行っています。
救急外来／旭市民および15歳未満の小児を除く、軽症
の患者さんが時間外に受診した場合、保険診療分とは別
に、時間外選定療養費として5,250円を負担してもらっ
ています。
　全ての診療科において初診の際、紹介状がない場合は
今までどおり、初診料とは別に2,100円が掛かります（市
内外問わず）。また一部の診療科では、紹介状や予約が
必要です。くわしくは問い合わせてください。

広報あさひ　2013.3.19



「ブラックボックス」� �
篠田節子 著（朝日新聞出版）

　最先端技術を誇るハイテク農場で想
定外のトラブルが頻発する。そのころ、
栄
えい

実
み

の働くサラダ工場では、外国人従
業員たちが次々に体調不良に見舞われ
ていた。やがてサラダ工場の野菜が学
校給食に使われるようになり……。完
全制御のガラスハウス、厳重な衛生管
理体制の工場で一体何
が起こっていたのか？
　食卓の向こう側で進
行する、食と環境の崩
壊連鎖をあぶり出す長
編サスペンス。

●一途一心、命をつなぐ	 （天野篤）
●日本の選択	 （池上彰）
●検証尖閣問題	 （孫崎享）
●ずる	 （Ｄ・アリエリー）
●若者のホンネ	 （香山リカ）
●減電社会	 （小澤祥司）
●勝つ組織	 （佐々木則夫、山本昌邦）
●烈風の港	 （石川渓月）
●夜の底は柔らかな幻　上・下
	 （恩田陸）
●狛犬ジョンの軌跡	 （垣根涼介）
●幸	 （香納諒一）
●ａｂさんご	 （黒田夏子）
●欠落	 （今野敏）
●人質	 （佐々木譲）
●傾国子女	 （島田雅彦）

市図書館だより 問市図書館（☎62-2560）

今月の一冊 新着図書

文化情報ナビ
文化施設からのお知らせ

※入場料を記載していない催し物は無料です。

第８回スプリングコンサート
日時／３月30日（土）　開場：午後１時　開演：午後１
時30分　終演：午後４時（予定）
内容／あさひ少年少女合唱団恒例の春のコンサート
問生涯学習課文化振興班（☎55-5728）

東総文化会館
３月の休館日　４日、11日、18日、25日

●墓頭	 （真藤順丈）
●あい	 （高田郁）
●孤独な放火魔	 （夏樹静子）
●蛍草	 （葉室麟）
●我、涙してうずくまり	 （丸山健二）
●笑うハーレキン	 （道尾秀介）
●展覧会いまだ準備中	 （山本幸久）
●別れる力大人の流儀３	 （伊集院静）
●読まずにはいられない	 （北村薫）
●死ぬ瞬間の５つの後悔	（Ｂ・ウェア）
●六人目の少女	 （Ｄ・カッリージ）

＊おはなしの時間＊
幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／３月14日（木）、28日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

開館時間／火〜金曜日…午前9時〜午後6時　土・日曜日…午前9時〜午後5時
今月の休館日／20日（水・祝）、21日（木）、毎週月曜日

絵本の読み聞かせ会
日時／３月９日（土）　午後２時〜２時30分
子ども映画会
日時／３月９日（土）　午後２時30分〜３時30分
問海上公民館（☎55-2566）

海上公民館

南隆一絵画造形展
期間／３月１日（金）～15日（金）
海上公民館写真教室作品展
期間／３月16日（土）～30日（土）
〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時　※最終日は、午後３時まで
問海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

子ども芸術劇場「人形バラエティショー及び人形劇」
日時／３月３日（日）　午後２時～
問干潟公民館（☎68-3111）

干潟公民館

芸術劇場（ミュージカル）「シンドバットの大冒険」
日時／３月２日（土）　午後１時30分～
問いいおかユートピアセンター（☎57-6060）

いいおかユートピアセンター

写真展　干潟写真部
期間／３月１日（金）～５日（火）
問干潟写真部・松ヶ谷（☎68-2332）
絵画展　創美会
期間／３月７日（木）～17日（日）
問創美会・篠塚（☎63-8526）
写真展　あさひフォトクラブ
期間／３月18日（月）～24日（日）
問あさひフォトクラブ・米本（☎62-3379）
〈共通事項〉
時間／午前10時～午後５時
※�イベントがない日でも作品を展示しています。まちか
どギャラリー「銀座」の使用に関する問い合わせは、商
工観光課商業振興班（☎62-5874）へ。

まちかどギャラリー「銀座」
定休日　毎週水曜日
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一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、各種の無
料相談を行っています。秘密は守られます。相談室

相談名 内　容 期　日  ・  時　間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

３月 4日（月）　午前10時～午後３時
３月18日（月）　午前10時～午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡

市役所会議室 市民生活課
☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※�市民を対象（同一内
容での相談は１回限
り）

３月11日（月）　午後１時30分～４時
※予約制  ４日（月）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-5396３月25日（月）　午後１時30分～４時

※予約制　15日（金）午前８時30分から受け付け 市役所会議室

人権･行政相談 人権問題、行政への要
望・意見など

３月 5日（火）　午後１時30分～３時30分 市役所本庁

市民生活課
☎62-5396

３月12日（火）　午後１時30分～３時30分 飯岡支所

３月19日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所

３月26日（火）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

３月 6日（水）　午後１時30分～３時30分 飯岡福祉センター
社会福祉協議会
本所　　☎57-5577
旭支所　☎64-2570
海上支所☎55-5517
干潟支所☎68-1079

３月13日（水）　午後１時30分～３時30分 青年の家２階

３月21日（木）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

３月27日（水）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家１階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

こころの
健康相談

精神障害（うつ病・アル
コールなど）

３月18日（月）　午後１時30分〜３時
※予約制 旭市保健センター

海匝健康福祉センター
☎0479-22-0206
市社会福祉課
☎62-5351

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 旭市子育て支援センター

（南分館２階）
旭市子育て支援センター
☎62-7099

家庭児童相談 不登校･児童虐待･児童
養育問題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校）学校教育についての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 
☎55-5726

教育相談（家庭）家庭教育・子育ての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 
☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

歯科相談 診察、歯磨き指導など ３月14日（木）　午前９時30分〜
受け付け：午前９時15分～10時30分 飯岡保健センター 飯岡保健センター

☎57-3113

福祉の総合相談 福祉（生活）全般にわた
る相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援セン
ター海匝ネットワーク
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

障害者差別相談 障害者差別に関する相談 月～金曜日　午前９時～午後５時 （電話受付） 海匝健康福祉センター
☎0479-22-0739

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家１階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など ３月 9日（土）　午後１時～４時 青年の家２階 行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題
多重債務の相談など

３月 9日（土）　午後１時～５時
※７日（木）までに電話予約 市民会館２階 司法書士栗田事務所

☎72-1336

税理士会 税に関する相談 ３月12日（火）　午前10時～正午
※予約制（受け付けは平日の午後） 旭市商工会館１階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901
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今月の休日救急診療日
期日／３月３日（日）、10日（日）、17日（日）、20日（水・祝）、24日（日）、
31日（日）
時間／午前９時〜正午、午後２時〜５時
場所／旭中央病院附属飯岡診療所
科目／内科、小児科（４歳以上）

健康インフォメーション

問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）
※�献血カードを持っている人は持参してく
ださい。

献血に協力を！
期　日 場所・受付時間

３月 8日（金）海上保健センター13：00〜16：00

３月18日（月）
飯岡保健センター
10：00〜11：45
13：00〜15：45

３月29日（金）干潟支所13：30〜16：00
問健康管理課庶務企画班（☎63-8766・平日）、旭中央病院附属飯岡診療
所（☎57-2307・休日救急診療日）
※けがなどの外科的な診療は受けられません。

親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）
種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査
３月 4日（月）

12：50〜13：10
平成24年10月26日〜11月10日生

３月27日（水） 平成24年11月11日〜27日生
１歳６か月児健康診査 ３月15日（金） 12：50〜13：10 平成23年 8月 9日〜31日生

２歳児歯科健康診査
３月 7日（木）

9：00〜 9：20
平成22年 8月20日〜 9月 8日生

３月21日（木） 平成22年 9月 9日〜30日生

３歳児健康診査
３月 6日（水）

12：50〜13：10
平成21年 9月 2日〜14日生

３月22日（金） 平成21年 9月15日〜30日生

相談

歯科相談 ３月14日（木） 9：15〜10：30 歯科医師による診察と歯科衛生士の歯磨き指導
育児相談
※旭市保健センター ３月11日（月） 9：00〜10：00 乳幼児の発育確認、言葉、食事、歯などに関する

相談
ことばや発達の相談
※予約制

３月 8日（金）
9：30〜14：30 就学前の子どもの言葉や発達に関する個別相談

３月25日（月）

教室

両親学級
３月 1日（金）第３回

9：00〜 9：15
お産の経過と呼吸法、おもちゃ作りなど

３月19日（火）第４回 沐
もく
浴
よく
実習、妊婦体験など

子育て学級 ３月 1日（金）第２回 9：15〜 9：30 平成24年11〜12月生まれの第１子と希望者
離乳食教室
※申込制 ３月12日（火） 13：00〜13：20 平成24年９〜10月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

乳幼児予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

種　別 期　日 受付時間 対　象

ＢＣＧ ３月13日（水） 13：15〜13：45 生後3〜6か月未満 
※期間が短いので最優先で受けましょう。

【集団接種】　場所：旭市保健センター
※日程は都合により変更になることがあります。

【個別接種】　場所：各指定医療機関　★麻しん（はしか）排除を目標に国を挙げて対策強化中！

種　別 対　象
三種混合（ジフテリア・
百日ぜき・破傷風） １期：生後３～90か月未満

四種混合（ジフテリア・
百日ぜき・破傷風・不
活化ポリオ）

１期：生後３～90か月未満

ポリオ（不活化）
１期：生後３～90か月未満
※�追加接種は定期接種となりま
した。

種　別 対　象

ＭＲ（麻しん・風しん混
合）ワクチン

１期：生後12〜24か月未満
２期：平成18年４月２日〜19年４月１日生
３期：�中学校１年生
４期：�高校３年生相当年

日本脳炎

１期：�生後36〜90か月未満
２期：９〜13歳未満
特例対象者：�平成７年６月１日〜19年４月

１日生

※転入者などで通知の届かない人は、早めに連絡してください。
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…申し込み　問…問い合わせ

働くことに悩みを抱えている若者へ
相談会を開催
日時／３月25日（月）　午後１時～５時
※要事前予約
場所／働く婦人の家
対象／15歳以上40歳未満の就労・進
路に悩む人、またはその保護者
費用／無料
問ちば北総地域若者サポートステー

ション（☎0476-37-6844）　※土・日
曜日、祝日を除く。

一人で悩まず相談を
「労災職業病なんでも相談会」
日時／３月30日（土）　午後１時～４時
※当日受け付け
場所／船橋市勤労市民センター３階第
４会議室
費用／無料
問千葉中央法律事務所（☎043-225-4 
567）

市税の夜間納税窓口

日時／３月11日（月）　午後８時まで
場所／税務課
問税務課収税班（☎62-5322）

お知らせ
Information

期限内に手続きを！
農振農用地除外申請
　農業振興地域内にある農用地を農用
地以外の目的で使用する場合は、農水
産課農業基盤整備班で除外手続きが必
要です。農地の転用を予定している人
は、事前に問い合わせてください。
　土地改良事業などの実施中または事
業完了後８年未満のものや、具体的な
計画がないものは受け付けできません。
申請期限／３月29日（金）
問農水産課農業基盤整備班（☎68-11 
73）

「生と死を考える102結成記念講
演会」
日時／３月２日（土）　午後３時〜
場所／東総文化会館大ホール
演題／「柳田邦男、いのちを語る」
講師／柳田邦男さん（ノンフィクショ
ン作家）
費用／500円（資料代）
問生と死を考える102・大木（☎72-
1525・匝瑳市民病院看護部内）

くらしのインフォメーションi

配布しています
「にじのファイル（旭市ライフサポートファイル）」
　支援を必要とする子どもとその家族
に一貫した継続的支援を実施するた
め、乳幼児期から成年期までの成育歴
やケアの仕方を記録・整理できる、に
じのファイルを配布しています。
配付対象／市内在住の18歳未満の障
害がある人
配布場所／社会福祉課、健康管理課支
援班（飯岡保健センター内）、学校教育
課、子育て支援センター、中核地域生
活支援センター海匝ネットワーク、ロ
ザリオ発達支援センター
問社会福祉課障害福祉班（☎62-5351）

全国健康保険協会
平成25年度保険料率9.93％を維持
　平成25年度の保険料率は、平成24
年度と同率の9.93％になりました。
景気低迷などによる保険料収入の減少
で、協会の財政は厳しい状況ですが、
医療費適正化への取り組みをさらに進
めていきます。
問全国健康保険協会（協会けんぽ）千葉
支部企画総務グループ（☎043-308-0 
522）

睡眠に問題を抱える人が多い
　国の最近の睡眠調査では「何らかの不眠がある」と答え
たのは５人に１人、さらに高齢者では不眠を訴える人が
３人に１人の割合になります。また平成23年度の県の
調査でも、睡眠で休養が取れない人は全体の４分の１と
多く、このうち全く取れないという人も２. ５％います。
睡眠の役割は、心身のメンテナンス
　体と脳を休息させるために睡眠は必要不可欠です。大
脳はよく眠ることによりその機能を調整し、翌朝から再
び正常な指令を送ることができます。また睡眠中に多く
のホルモンが分泌されており、子どもの骨や筋肉の成長
に欠かせない成長ホルモンは、午後10時～午前２時こ
ろに大量に分泌されます。成人でも夜の睡眠中に分泌さ
れ、疲労回復に役立っています。赤ちゃんを育てている

お母さんは十分な睡眠が取れると、プロラクチンという
母乳の出をよくするホルモンが分泌されます。
適切な睡眠時間は人それぞれ
　年齢によって必要な睡眠時間は変化します。成人では
７～８時間が目安ですが個人差が大きく、同じ人でも疲
労の程度などにより変わってきます。「朝すっきりと目覚
められるか」を基準に、自分に合った睡眠時間を見つけ
ましょう。夜しっかり眠ると昼間しっかり活動できます。
寝酒に用心
　寝る前の酒は、一時的に寝付きがよくなる場合もあり
ますが、睡眠が浅くなりアルコール依存症につながる危
険性もあります。「ぬるめの風呂でリラックスする」「カ
フェインのないハーブティーを飲む」など、自分なりの
寝付きをよくする工夫も必要です。
　不眠解消のための寝酒をやめられない人は、医療機関
に相談しましょう。医療機関で処方される睡眠のための
薬は、飲み方を守ればさまざまな副作用の大きいアル
コールより安全です。

　 ［海匝健康福祉センター（海匝保健所）］

「眠り」を大切にしましょう

健 康 ✚✚ メ モ
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…申し込み　問…問い合わせ

川づくりに地域の意見を
「第６回栗山川流域懇談会」
日時／３月11日（月）　午後１時30分～
場所／横芝光町町民会館大ホール
内容／河川整備事業の事業再評価、津
波対策など
問千葉県山武土木事務所調整課（☎04 
75-54-1134）

憲法市民集会　平和憲法の危機を語る
～主権者としてどう考え行動するか～
日時／３月23日（土）　開場：午後１時、
開演：午後１時30分
場所／千葉市民会館小ホール
内容／渡辺治さん（一橋大学名誉教授）
による講演など　※手話通訳あり
入場料／無料
問千葉県弁護士会（☎043-227-8431）

公共下水道
3.3haが新たに利用開始
　３月29日（金）からロ地区の一部
3.3haの地域で、新たに利用が始まり
ます。
　利用が始まる地域内の皆さんは、利
用開始日から１年以内に下水道に接続
するための排水設備工事をしてくださ
い。工事は、市の指定した「下水道排
水設備指定工事店」に申し込んでくだ
さい。工事の費用は自己負担ですが、
市では補助金および利子補給の制度を
設けています。
　また利用が始まる区域内の皆さん
は、受益者負担金を納めてください。
なお下水道に接続し使用を始めると、
使用料が掛かります。
問下水道課管理班（☎62-5357）

お知らせ
Information

防災行政無線などを使った緊急
情報の伝達試験を行います
　市では、地震・津波などの災害時や
武力攻撃が発生した際に、全国瞬時警
報システム（Ｊ-ＡＬＥＲＴ）から送ら
れてくる国からの緊急情報を、さまざ
まな情報伝達手段を使って伝えるため
の試験を行います。
日時／３月12日（火）　午前10時ごろ
と午前10時30分ごろの２回
伝達手段／防災行政無線、高性能ス
ピーカー、防災メール（登録制）、エリ
アメール（緊急速報メール）など
問総務課地域安全班（☎62-5311）

体育施設の利用再開と利用時間
の延長
　飯岡野球場・庭球場および海上野球
場の災害復旧工事が完了し、４月１日
（月）から利用が再開されます。
　また午後５時までとなっていた旭文
化の杜庭球場、海上野球場、飯岡野球
場の利用時間が、午後６時まで延長さ
れました。 ※飯岡野球場は芝生の養
生のため、利用制限があります。
問体育振興課施設班（☎64-1101・総
合体育館内）

震災後のまちづくりを考える
「復興まちづくりコンペ」表彰式
日時／３月３日（日）　午後２時30分～
４時
場所／いいおかユートピアセンター
問旭市いいおか復興観光コンペ事務
局・渡邉（☎57-5769）

　この１か月余りに私の参加した行
事で特に印象に残る交流がいくつか
ありました。まず１月18日、西宮
神社春の大祭の縁起物｢とがらしご
ぼう｣。みそと唐辛子、ゴボウなど
を練り合わせたもので、怒って(と
がって)はならないという教え(御
法)の言葉から、とがらしごぼうと
名付けられたそうです。地域安寧の
ため氏子の７地区が、毎年交代で作
り神社に奉納。旭の名物として知ら
れていることもあり、当日は未明か
ら多くの参拝者が訪れていました。
　また２月３日、市内各所の社寺で
節分会が行われました。その地区の
一年の厄よけ、招福の行事であり、
それぞれの風習から歴史や文化が感
じられました。そこに集まる人たち
の、豆まきに対する真剣な姿にも触
れ、今日を節目によい年になるよう
にと願う気持ちは、市民共通の思い
なのだろうと感じたひとときでした。
　同じ日、旭市飯岡しおさいマラソ
ン大会が過去最多の3,572人が参加
して行われました。そんな中素晴ら
しい交流がありました。私のよく行

市長　明智忠直

郷土の文化、風習と交流

随 筆 43

くラーメン店での出来事。東京都と
習志野市から大会に参加した人たち
が入ってきました。この日知り会っ
たそうで、意気投合し立ち寄ったと
のこと。素晴らしい大会で来年もぜ
ひ参加したいと話していました。ま
た千葉明徳高校の３年生31人が卒
業記念に、マラソンで完走した場合
にスポンサーがお金を出す「スポン
サード・ラン」を行い、被災地であ
る旭市に全額寄付しようと、クラス
全員で参加。全員が完走し、後日支
援金として届けてくれました。これ
らの交流が、旭市を発信する大きな
力になってくれるものと感じたとこ
ろであります。
　最後に、２月１日〜11日まで浦
賀神社御巡行が行われました。昨年
秋に行われた御神幸祭を記念しての
行事で、大勢の縁者や親戚、友人や
知人などが集まり、大変な盛り上が
りを見せていました。
　このように旭の郷土の文化や風習
に触れ、これらが地域の交流や活性
化につながるものと確信をしたとこ
ろでありました。　
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募集
Recruitment

臨時職員（看護師）

勤務日数／週２日程度
業務内容／医療業務など
提出書類／履歴書（写真添付）、看護師
免許証の写し
申込期限／３月11日（月）
問滝郷診療所（☎55-3017）

旭市育英資金育英生

募集人数／高校生８人、大学生など（大
学、高専、専修、各種学校など）８人
給付条件／●特に優れた資質があり、
経済的な理由により修学困難な人で、
校長または所属長の推薦があり、身元
確実な保証人がいること　●家族の年
収が審査基準の収入基準額以下である
こと
給付予定額（月額）／●高校生…9,900
円　●大学生など…14,400円
募集期間／３月１日（金）～29日（金）
申し込み方法／学校教育課にある申請
書で申し込んでください。
問学校教育課学務班（☎55-5724・

海上支所２階）

科学工作の楽しさに触れる
旭少年少女発明クラブ第31期生
活動日時／毎週日曜日　午前９時～
11時30分　※第４日曜日を除く。
活動場所／旭少年少女発明クラブ工作
室（青年の家体育館南側）
対象／小学校３年生～中学校２年生
定員／35人
費用／年額6,000円（保険料、教材費）
申込期限／３月30日（土）
問青年の家（☎63-1525）

千葉県障害者スポーツ大会出場者

期間／４月21日（日）～12月８日（日）
場所／県総合スポーツセンター（千葉
市）ほか　※参加種目により開催日、
年齢、障害区分などが異なります。
申込期限／３月22日（金）
問社会福祉課障害福祉班（☎62-53 

51）

ガールスカウト千葉県第69団
指導員になってみませんか
　子どもたちと共にボランティア活動
をしてくれる女性を募集します。また
ガールスカウト新入団の募集もしてい
ます。
〈説明会〉
日時／３月16日（土）　午前10時30分
〜11時30分
場所／青年の家和室
問ガールスカウト千葉県第69団・

高橋（☎62-2633）

催し物
Events

がんばろう日本！
震災復興「テニスで笑顔を‼」 in 旭市
日時／３月17日（日）　午前９時30分と
午後１時の２回　※少雨決行
場所／東総運動場テニスコート
内容／全日本選手権優勝経験者の岩渕
聡さんによるテニスクリニック
対象／経験者（中級以上）
定員／各回20人
費用／500円（保険料含む）
持ち物／テニスシューズ、ラケット、
テニスウェア
問旭テニス協会・関本（☎080-345 

2-7463）

土気シビックブラスアンサンブル
「スプリングコンサートあさひ」
日時／３月９日（土）　午後３時～
場所／飯岡保健センター多目的ホール
曲目／演歌・ディズニーメドレーなど
入場料／無料
問土気シビックブラスアンサンブル・
安藤（☎080-6638-6311）

いろんな文化を楽しもう
「文化まるごと発見フェスタ in 東総」
日時／３月10日（日）　午前10時～午
後４時
場所／東総文化会館
内容／地域の文化団体の公演、文化
フォーラム（基調講演、パネルディス
カッション、ミニコンサート）など　
※伝統文化体験講座、東総うまいもん
まつりも同時開催。
入場料／無料
問東総文化会館（☎64-2001）

名画に触れるひととき
名作映画鑑賞会「命のビザ」
日時／３月16日（土）　午後１時30分～
（受け付け：午後１時15分〜）
場所／県立東部図書館
内容／第二次世界大戦下のリトアニア
で、ユダヤ人難民にビザを発給し、多
くの命を救った杉原千

ち

畝
うね

を描いたド
キュメンタリードラマ
定員／60人
費用／無料
申し込み方法／電話または窓口で直接
申し込んでください。
問県立東部図書館（☎62-7070）

航空部品などを格安で販売
「航空ジャンク市」
日時／３月９日（土）、10日（日）　午前
10時～午後５時　※10日は午後４時
まで。
場所／航空科学博物館１階多目的ホー
ル
費用／入館料のみ
問航空科学博物館（☎78-0557）

置き物や箸などを作ろう
「木工クラフト体験」
日時／３月23日（土）～４月６日（土）　
午前９時～午後３時　※要事前申し込
み
場所／県立東庄県民の森
対象／小学生以上
定員／５組10人（１日当たり）
費用／200～500円（制作内容による）
問県立東庄県民の森管理事務所（☎

0478-87-0393）

くらしのインフォメーションi

工作を体験する児童たち
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○森の住人
　「ホーホー、ゴロスケホッホー」。
　夜も深まったころ、森の方から低い
声が聞こえてきます。その声の主はフ
クロウです。50cmほどもある大きな
体を持ち、市内では神社や寺、屋敷林
などに住み一年中見ることができま
す。巣は大木に空いたウロに作ります
が、最近では巣作りに適した大きな木
も少なくなり、フクロウの数も減って
きています。
○夜の暮らしに適した体
　フクロウの餌は小鳥やネズミなどの
小動物です。暗闇でもよく見える大き
な眼と感度の鋭い耳を持ち、地面を歩
くネズミのかすかな足音も聞き逃しま
せん。翼には羽音を消す仕組みがあり、
音を立てずに舞い降りて鋭い爪で獲物
を捕らえます。真ん中がややへこんで
いてパラボラアンテナのような形をし
た顔も、音を集めるのに役立っている
そうです。
　卵がかえると夫婦で役割を分担し、
力を合わせてひなを育てます。雄は
せっせと獲物を捕まえて巣で待つ雌に
運び、雌がひなに与えます。
（旭市文化財審議会委員　齊藤敏一）

夜の森の王者
フクロウ

ふるさとの自然 36

くらしのカレンダー

イ イキ キ

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市二の1920・
☎62-8070）へ。
　対象は、小学校入学前の幼児です。申込用紙は、旭市保健センター、飯岡保健
センター、秘書広報課、各支所にあります。

9日（土）二中卒業式
11日（月）東日本大震災二周年旭市追悼式（午後２時

30分〜　いいおかユートピアセンター）
13日（水）一中、海上中、飯岡中、干潟中卒業式
17日（日）千葉県知事選挙投票日
19日（火）市内小学校卒業式
20日（水）春分の日

熊野神社の神楽
27日（水）鎌数伊勢大神宮の神楽（〜28日（木））

　旭市飯岡しおさいマラソン
大会の取材では、自分の体力

のなさを痛感しました。スタート地点での撮影を済ませ、飯岡
漁港近くの折り返し地点を目指して歩き始めるも、すぐに息が
上がってしまい、折り返し地点に到着するころにはへとへとに
なってしまいました。風を切って走るランナーの皆さんの姿が、
とても格好良く見えました。お菓子を食べて、ごろごろするの
が大好きな自分。これを機会に、日ごろの生活を悔い改めよう
と思います。（コ）

こ 話編 ぼ集 れ

あさひっ子

「体を動かすのが大好き！　ボール
遊びが楽しくてにっこにこ♡」

絢
あや
萌
め

ちゃん
平成22年12月29日生
両親＝加瀬祐太さん
　　　茉莉恵さん〔ニ〕

晴
はる
翔
と

ちゃん（上）
平成21年４月28日生

美
み
幸
ゆき

ちゃん（下）
平成24年４月16日生
両親＝加瀬政人さん
　　　幸恵さん〔神宮寺〕

「早く元気に大きくなってね！　成
長が楽しみ！」

「食べているときが一番幸せ♡　　
とびっきりのはるちゃんSmile♡」

暖
はる

ちゃん
平成24年２月27日生
両親＝長谷川靖さん
　　　加奈さん〔江ヶ崎〕


